
              留学体験記 ３月提出分 

                               L235043 松尾賢人 

 

・本場のクリスマス 

 クリスマスの少し前から冬休みが始まりました。ドイツはキリスト教の国なので、年末年

始よりもクリスマスが重視されています。プレゼントの受け渡しにはそれぞれの家庭に特徴

があり、その家庭の一番年下の人が家族に合う物をあげるという家庭もありました。 

 またドイツ語圏では、11月下旬から 12月下旬にかけてドイツ全国でクリスマスマーケッ

トが開催されます。ここでは多くの出店が並び、暗いドイツの冬に活気をもたらしてくれま

す。温められたワインの Glühwein や、定番のソーセージ、クリスマスの雑貨を楽しむこと

ができます。大きな都市ではそれらに加え、観覧車やアイススケート場が設営される場所も

あります。私は、ドイツ国内外合わせて 4つほどマーケットを巡りました。中でも際立って

いたのは、オーストリア・ウィーンのマーケットです。ここはその美しさが世界的に有名で

したが、実際訪れてみるとその規模の大きさに圧倒されました。道から溢れんばかりの観光

客の間を這ってたどり着いた先には、イルミネーションはもちろん、メリーゴーランドやア

イススケートリンクが立ち並んでいました。おそらく一生忘れることはなほど綺麗でした。 

 

（左・ウィーンのクリスマスマーケット 右・スケートリンクから見たウィーン市庁舎） 

・初めてのサッカー観戦 

 私は元々サッカーは好きでしたが、Youtube等で試合を観る程度で、現地で観戦したこと



はありませんでした。しかし、サッカーの本場のドイツで是非観てみたいと思い、Campions 

Leagueのドルトムント対スポルティングを観戦してきました。スポルティングは、日本代表

の守田選手が在籍するポルトガルの強豪なのですが、残念ながら守田選手は怪我で欠場でし

た。試合自体も 0-0 とかなりの塩試合でした。 

 しかし、その帰り道に、同じく試合観戦後のお年寄りの方に、「シンジカガワ！」と声を掛

けられ、そこで日本人選手について楽しく話すことができたため良かったです。 

（塩試合だった人生初サッカー観戦） 

・ドイツの政治 

 2 月の末に選挙があり、政権が交代し、さらには極右政党のAfDが躍進する結果となりま

した。私の留学先であるTrierは、ポルタニグラ前で AfDに対して大きなデモが行われてい

ました。物価高や移民の増大、その移民によるテロによるこの選挙の結果は、同じく移民問

題等が大きくなりつつある日本にも影響を与えるのではないかと思いました。何かと日本と

似ているドイツの情勢を、これからもしっかり追っていきたいと思います。 

・冬学期終了 

 2 月の半ばで冬学期が終了し、留学が始まってから 4か月が経過しました。この 4か月は

とても短く感じましたが、人生の中でもかなり濃い 4か月であったことは間違いありません。

残り約 6 か月もすぐに経過してしまうと思うので、悔いが残らないように生活していきた

いと思います。 

・ドイツでの生活のヒント 

 ドイツは日曜日が安息日と決められており、ほとんどのお店は閉まってしまいます。しか

しケバブ屋は日曜日でも開いている確率が高いため、買い出しに行くのに忘れ、食べ物が無

い時には、ケバブ屋がおすすめです。また、ドイツではトランプを使ったカードゲームやボ

ードゲームがたくさんあり、よく遊ばれています。ビデオゲームがほとんどの日本と比べて

アナログなものが多く残っており、その良さに気が付くことができました。 



（与えられた目標を達成していく陣取りゲーム） 

 


